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代表質問（要旨）

北関東三県のキャラクター　左から「ぐんまちゃん（群馬県）」
「ルリちゃん（栃木県）」「ハッスル黄門（茨城県）」

　すべての代表質問及び一般質問の内

容は、県議会ホームページの「録画中

継映像」や「会議録検索システム」（5

月中旬頃に掲載されます）でご覧いた

だけます。

　平成21年第１回定例県議会は、概ね
以下の会期日程で開催されました。

鶴
岡　

正
彦

（
自
由
民
主
党
）

今　
　

一
男

（
民　

主　

党
）

足
立　

寛
作

（
公　

明　

党
）

●
質
問
者

■２月25日(水) 本 会 議

　開会後、議案が上程され、知事から
提案理由の説明が行われました。

■３月12日(木) 本 会 議

　各常任委員会委員長から審査の経過
及び結果の報告を行いました。その後、
先決議案の採決を行いました。

  県議会ホームページ

  http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

お 知 ら せ

議
員
（
自
民
）　

県
の
財
政
運
営
は
、

財
政
再
建
路
線
か
ら
経
済
・
雇
用
対

策
と
い
う
財
政
出
動
へ
の
方
針
転
換

の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
の
財
政
運
営
上
、
両

者
の
整
合
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
経
済
・
雇
用
対
策
を
最
重

点
課
題
と
し
、
正
規
雇
用
に
つ
な
が

る
雇
用
創
出
対
策
や
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
対
策
、
公
共
事
業
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
が
、

一
方
で
、
県
債
残
高
の
抑
制
な
ど
を

重
視
し
財
政
再
建
と
の
両
立
に
努
め

た
。
今
後
の
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、

国
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
最
優
先
課
題

で
あ
る
景
気
回
復
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
が
、
財
政
健
全
化
の
基
本
的

方
向
性
は
今
後
も
堅
持
す
る
。

議
員　

開
発
公
社
の
保
有
土
地
は
、

橋
本
知
事
の
就
任
し
た
平
成
六
年
度

以
降
二
十
年
度
末
ま
で
の
取
得
分
だ

け
で
も
五
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の

ぼ
り
、
そ
の
多
く
は
未
処
分
。
バ
ブ

ル
後
の
地
価
下
落
や
住
宅
供
給
公
社

対
策
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
も
っ
と

早
期
に
開
発
公
社
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。

知
事　

開
発
公
社
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
七
年
度
の
減
損
会
計
※
導
入
時

に
は
債
務
超
過
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
の

指
摘
も
踏
ま
え
平
成
十
九
年
度
か
ら

二
十
年
度
に
か
け
、
専
門
家
の
経
営

評
価
な
ど
を
踏
ま
え
た
経
営
改
善
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
の
低
価
法
※
導
入
な
ど
に

よ
り
債
務
超
過
に
陥
る
見
込
み
と
な

り
、
こ
の
二
年
間
で
の
検
討
を
踏
ま

え
支
援
策
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

議
員　

住
宅
供
給
公
社
、
土
地
開
発

公
社
に
加
え
開
発
公
社
へ
の
支
援
に

よ
り
、
三
公
社
に
対
す
る
平
成
二
十

一
年
度
の
支
援
額
は
七
十
三
億
円
、

総
支
援
額
は
八
百
億
円
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
以
上
の
損
失
抑
制
の
た
め
、
ど

の
よ
う
に
土
地
分
譲
な
ど
の
計
画
の

実
行
を
担
保
す
る
の
か
。

知
事　

未
造
成
工
業
団
地

は
開
発
公
社
に
よ
る
事
業

化
が
困
難
な
こ
と
に
加
え

二
次
損
失
抑
制
の
た
め
に

も
県
が
事
業
を
継
承
し
、

分
譲
中
の
工
業
団
地
は
、

地
価
抑
制
の
た
め
の
金
利

支
援
を
行
い
計
画
ど
お
り

十
年
間
で
の
完
売
を
目
指

す
。
分
譲
低
迷
な
ど
に
よ

り
思
い
切
っ
た
値
下
げ
が

必
要
な
場
合
は
県
議
会
に

説
明
の
上
適
切
に
対
応
す

る
。

議
員　

北
関
東
道
及
び
圏

央
道
の
整
備
が
進
展
す
る
な
か
、
こ

の
二
本
の
高
規
格
道
路
に
よ
る
北
関

東
の
三
県
連
携
と
南
関
東
の
三
県
連

携
の
強
化
が
、
本
県
の
発
展
可
能
性

を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
連
携
策
に

係
る
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

北
関
東
に
つ
い
て
は
、
北
関

東
広
域
連
携
推
進
協
議
会
に
お
い
て

物
流
や
観
光
な
ど
の
連
携
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
二
十
一
年
度
は
食
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
地
域
振
興
や
、

芸
術
・
文
化
振
興
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。
南
関
東
に
つ
い
て
も
、

首
都
圏
広
域
地
方
計
画
協
議
会
な
ど

を
通
じ
、
埼
玉
・
千
葉
両
県
に
産
業

振
興
や
観
光
な
ど
の
連
携
強
化
を
働

き
か
け
て
い
く
。

議
員　

消
防
の
広
域
化
は
、
組
織
体

制
の
効
率
化
な
ど
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
。
県
と
市
町

村
に
よ
る
広
域
連
合
や
県
へ
の
常
備

消
防
の
事
務
委
託
、
さ
ら
に
は
特
区

申
請
な
ど
の
手
法
に
よ
り
、
県
が
消

防
業
務
を
担
当
す
る
茨
城
消
防
庁
を

設
置
し
、
消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

県
域
一
本
化
で
の
消
防
本
部

体
制
は
大
規
模
災
害
へ
の
柔
軟
な
対

応
な
ど
も
期
待
さ
れ
る
が
、
市
町
村

の
合
意
が
前
提
と
な
る
。
当
面
、
現

在
の
五
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
研
究
会
で
議

論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十

八
年
の
消
防
指
令
業
務
の
一
元
化
に

向
け
、
市
町
村
と
十
分
協
議
し
て
い

き
た
い
。
県
が
消
防
業
務
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
消
防
組
織
法
と
の

関
係
な
ど
十
分
な
研
究
が
必
要
と
考

え
る
。

議
員　

「
物
事
を
成
就
さ
せ
る
に
は
、

天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
が
大
切

だ
が
、
人
の
和
が
最
も
重
要
で
あ

る
。」
と
の
「
天
地
人
」
の
教
え
を

踏
ま
え
、
残
さ
れ
た
任
期
を
ど
の
よ

う
に
務
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

経
済
・
雇
用
情
勢
な
ど
厳
し

い
課
題
に
直
面
し
て
い
る
現
在
こ
そ
、

天
地
人
の
教
え
に
沿
っ
て
人
の
和
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
す
な
わ
ち
県
民
、

企
業
、
行
政
な
ど
が
連
携
協
働
し
て

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
。
今
後
と
も
県
民
の
皆
様
と

手
を
携
え
な
が
ら
将
来
に
夢
と
希
望

が
も
て
る
、
人
が
輝
く
元
気
で
住
み

よ
い
い
ば
ら
き
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
知
事
の
権
限
と
多
選
、

茨
城
空
港
の
さ
ら
な
る
就
航
路
線
確

保
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
、
北

関
東
地
域
広
域
都
市
圏
に
お
け
る
茨

城
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
な
ど
も

質
問
）

■３月19日(木) 本 会 議
　各常任委員会委員長及び予算特別委
員会委員長から審査の経過並びに結果
の報告を行いました。その後、議案な
どの採決などを行い、閉会しました。

■３月16日(月)・17日(火) 予算特別委員会

　付託された予算関係の議案などの審
査を行いました。

■３月13日(金) 調査特別委員会

　安心できる食の確保や提供等に関す
る調査特別委員会を開催し、調査を行
いました。

■３月９日(月)・
　10日(火)・11日(水)

常 任 委 員 会

　付託された議案などの審査を行いま
した。

■３月２日(月)・３日(火) 本 会 議

　各会派の代表３名が県政の諸課題に
ついて質問を行いました。

■３月４日(水)・
　５日(木)・６日(金)

本 会 議

　議員９名が県政の諸課題について
質問を行いました。

※【減損会計】…事業用地などの固定資産をはじめ、公社の保有資産すべてを対象に、時価が帳簿価格を50％以上、下回る場合に、差額を損失計上する会計方式のこと。
※【低価法】…資産の取得原価と時価とを比較し、いずれか低い方の価額を期末資産の評価額とする会計上の資産の評価基準。含み益の認識はせずに含み損だけを認識する。

ことば

第1 回定例会の
主な日程今

後
の
財
政
運
営
方
針
は

経
済
・
雇
用
対
策
を
最
優
先
し
つ
つ

財
政
健
全
化
方
針
を
堅
持


